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【Parts 電気積算システム】   ㈱図面ソフト 井上和仁 

《概要》 

Parts 電気積算システムは、電気図面から積算を行うことおよび図面を離れてあらかじめ拾ったデー

タをテキストベースでダイアログから入力して集計積算することを主な作業内容としています。 

■プログラムは CAD 上での図面作成を行う部分の[Parts 電気.exe]とそれから出力された拾いデータを

集計および積算を行う[MTOsub 電気.exe]の２つのプログラムから構成されます。 

 ●[Parts 電気.exe] CAD 入力で拾いデータを作成 

 ●[MTOsub 電気.exe] CAD の拾いデータを積算および０からテキストベースで拾い/積算 

■使用する価格はまず、[電気積算実務マニュアル]の価格構成および積算基準の[３．電気設備工事]を

参考にしています。なお民間で使用する実際の材料価格を扱うために[建設物価]の雑誌を参考にしてい

ます。基本的にはユーザーの方は使用する価格をエクセルのデータで雑誌を見て手入力する形になりま

す。あとカスタマイズエリアとして２００個の資材コードを登録可能にしています。もう一つ簡易的に

手入力で価格を設定する方法があります。 

 ●[電気積算実務マニュアル]国交省対応 コード番号 1～858 

  ●[建設物価]民間価格対応  コード番号 1001～2868 

  ●[ユーザー定義]   コード番号 2869～3068 

その他に簡易的にコード番号毎に材料単価または複合単価を登録可能 
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■[Parts 電気.exe]での CAD 入力概要 

このプログラムは 3D 設備 CAD[PartsBIM.exe]を電気 CAD 入力用にアレンジしたものです。 

なるべく簡単に入力できるようにシンプルなシステムにしていますが入力された部材は基本的に３D で

入力されます。単線のシングル表記が基本ですが、切り替えにより電線管はダブルで表示もできます。

ラックやトラフも３D 入力可能です。CAD 入力された部材は入力した時点で材料のコードを持たせて

いますのでその場で価格を表示することができます。ただし正式に積算する場合は拾いデータをファイ

ルに書き出し、それを[MTOsub 電気.exe]の方で集計および積算して運用します。 

 電線管の入力方法は、まず系統を設定し保護管/電線/塗装の材質を同時に設定し経路作図を行いま

す。こうすれば自動的に保護管/電線/塗装の拾いが可能です。なおシンボルで表示される材料は、個別

に材料コードを設定可能ですので、図面を書けば拾い集計積算ができます。個数個の材料は、メニュー

シートからリスト選択で入力することができます。 

 ●CAD で図面を書けば積算ができる。 

 ●電線は[保護管/電線/塗装]を同時に拾うことができる 

 運用としては、CAD で０から作図し入力した部材全てを拾いデータとして使用する方法と、積算の

みを目的に電線の長物は下図を CAD でトレースして個数物はメニューシートからリスト選択でプロッ

トする２つの方向があります。いずれにせよ拾いデータを手入力で打ち込むより CAD 上に浩―データ

をプロットしていく方が分かりやすく後々チェックする際にも有効です。 

 ●下図に資材をプロットすることで積算出来る 

 このシステムでは下図の DXF の CAD データもしくは JPEG の画像データの上をトレースして入力す

る他に建築データも０から作図することも可能です。壁やドア、窓等の部材もシステムに含まれており

なお壁は電線と同様に経路作図で簡易的に作図可能ですのでちょっとした見積書を提出する要求に答え

られます。 

 ●下図がなくとも建築のデータも０から簡単に作図でき小さな見積もりには重宝 
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■[MTOsub 電気.exe]での集計および積算作業 

 CAD 上での入力はおっくうで拾いデータはあらかじめリスト化されているので資材項目のみをテキ

ストベースで入力して積算したいという要望にも応えるのが[MTOsub 電気.exe]です。 

 ●テキストベースで０から拾い作業も可能 

 もちろん CAD から出力された拾いデータを読込み、簡単に積算することも可能です。 

 ●CAD データを使用すればクリックだけで積算できます。 

個数物の材料は CAD のメニューシートと同様に材料をリスト選択して個々に入力します。電線管の入

力は CAD と同様に[保護管/電線/塗装]の設定を行い長さ指定で一度にこれらの材料を入力することが

できます。 

 ●電線は[保護管/電線/塗装]を数量指定で一度に入力 

 系統(用途)を設定し入力すれば、積算項目は自動的に決定されますので細かな設定を気にすることな

く積算できます。積算の方法は、拾いデータを読込むまたはリスト選択で資材を入力し拾いデータを作

成すれば、あとは表示の切り替えで[拾いデータ]➡[集計データ]➡[積算の鏡データ]➡[見積書]簡単に積

算可能でこれを CSV に書き出しエクセルで運用できます。 

 ●系統(用途)指定するだけで見積項目が自動で決定 

 ●積算作業は、クリックによる表示の切り替えだけで可能 

 設定はなるべくシンプルにしていますのでいきなり運用できます。見積書の形式は系統を選んだ時点

でそこで入力された資材の工事項目が決定します。工事内の各項目も入力した資材の分類で自動的に割

り振られます。各工事の特殊な項目はカスタマイズ可能です。 

 拾い CAD のデータは１データごとに読み込み積算する他に、[物件登録]し複数のデータを合計して

積算可能です。 

 ●[物件登録]で複数図面を積算 

 入力したデータの価格がどのように導き出されたか価格マスターの内容を参照できます。なおその場

で類似するコードを選択し直し編集することができます。価格は建設物価全ての項目に対応しています

ので、継手単位の価格の参照も可能で、個別に材料を発注管理にも有効に使用できます。 

 ●価格マスターの参照で類似材料を確認 
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価格マスターの内容を一時的に編集する目的で、各コードの手入力価格を登録することができます。

それを行えば入力されている全体の資材で対象となる資材の価格を一度に編集することができます。た

だし色んなアプローチがありますので運用の方針を明確にしておいてください。 

 ●一時的に手入力価格を運用 

価格マスターのカスタマイズの方法は編集用のエクセルファイルに直接入力する方法で行います。建

設物価のデータはページ数も記入されていますのでそれを参照し必要な部分だけをメンテすれば OK で

す。入力に際してサポートが必要な際にはお問合せ下さい。 

 ●価格のカスタマイズはエクセルデータを直接編集 

 ●入力に際してサポートをご利用ください 
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■[Parts 電気.exe]の操作方法 

◆全体画面の説明 

画面構成は以下のようになります。 
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◆操作方法の概要 

操作方法の概要は、ドロップダウンメニューの[*WELCOME-操作ナビ*]を参照してください。 

メニュー選択で以下のダイアログが表示されます。この内容は設備用 CAD の操作内容でありますので

少し古いものですがご了承ください。 

操作説明はドロップダウンメニューの項目に合わせています。[TOP メニュー]の部分のメニューを選び

その次に左側にある[サブメニュー]の項目を選択してください。操作内容が画面に表示されます。 

[A.準備設定]から順に１つずつクリックして操作内容の概要をまず把握してください。 
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◆基本設定 

基本設定は資材拾い用にトレースする入力の一般モードと CAD で正確な図面を作成する[CAD モード]

で表示が異なります。切替は、[A.準備設定]-[CAD 作図コードに切替]で行います。 

《一般モードの場合》以下のダイアログが表示されます。 

ここでは一般的な設定と価格計算をする場合の労務費の設定を行います。１人工の工事費の値は[建設物

価]に記載されていますのでそれを参照してください。 

 

●直管・部材サイズを表示する 

[拾い集計作業モード]の際に電線管のサイズや個数物部材のサイズを画面に表示します。 
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●長さも表示する 

直管のサイズを表示させる際に、長さを表示するかしないかの設定。 

●仮表示のサイズも印刷 

画面上の直管や部材のサイズを仮表示させますが、印刷時にその表示も印刷させるかさせないかの設定 

●経路入力ラフモード（ななめ経路） 

直管（電線管）を経路作図する際に直角または４５°に固定して作図するか、それともフリーの確度で

作図するかの設定です。[Parts 電気]は曲線計上の配線を作図することは出来ませんのでご了承くださ

い。 

 

●実線のみをクリック選択 

画面をクリックする際に関係ない点線等をヒットさせないように、実線のみをヒットさせる設定です。 

●DXF 書き出し色を JWW 用に調整 

図面を DXF で出力する際に、JWW で開く際に都合の良いように図形色の調整をします。 

●拾い集計作業モード 

このモード切替で直管・部材サイズの表記および拾い集計のデータの表示が異なります。 

●撤去費を算出 

材料の価格を通常の価格ではなく撤去の労務費のみを表示します。 

●以下の数値で再計算 
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価格を価格マスターファイルに入力されている数値を直接使用するか、もしくは各種の１人工の労務費

また経費率を指定して計算し直すかを指定します。その場合材料価格と積算基準に記載されている各種

の係数をもとに計算されます。 

●その他経費率 

工事価格の経費にあたる部分を労務費に乗じて計算される係数を指定します。 

●労務費 

各種の１人工の労務費を入力します。それらの地方別の金額は[建設物価]の書籍に記載されています。 

●[労務費初期化]ボタン 

各種の労務費を初期化します。数値を変更してしまい、インストール時の数値に戻したい場合に使用し

ます。 

《CAD 作図モードでの基本設定》 

CAD 作図モードでは、細かな設定を行うことができます。なおこのモードでは部材選択時のポップアッ

プのメニューの項目も異なります。主な設定のみ説明します。 

●[環境設定]には[さや管 R 指定（標準縮尺）]があります。 

これは電線管をシングルで表示させた場合のエルボ部分の R の大きさを指定することができます。R の

サイズはこの数値と図面縮尺の設定に影響されます。デフォルトは[標準縮尺 10]です。 
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●表示関連では画面の背景の色を黒もしくは白を指定できます。 

 

その他の設定は、空調衛生用の CAD で使用するものです。 
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◆電線管の経路入力/ラックおよびトラフの入力 

《設定》 

① 斜め入力の設定、動作モードで直交/フリーおよび角度の指定を行います。 

② 系統の設定ですが初期状態で適切に設定されていますので通常は系統の選択だけで大丈夫です 

《作図での指定》 

① 系統バーで系統および保護管/電線/塗装の選択。 

② 高さは３D を重要視しないのであれば気にしなくて大丈夫です。 

③ 部材選択モードですが系統を選択した状態で自動的に設定されますが、本来なら部材を扱うグルー

プ（部材選択モード）を指定してから部材操作を行います。 

《実際の作図》 

作図には櫃筆書きの[簡易経路作図]と１区画ずつ場所を特定しながら作図する二種類の作図がありま

す。 

◆簡易経路作図 

●設定 

まず系統を選択します。今回は[幹線動力]を選択します。 

 

次に保護管と電線それとサイズを選択します。必要があれば塗装を指定します。 

 

３D 入力用として必要であれば高さも設定します。ここでは[2000]が指定されています。 

施工分類[隠ぺい/露出等]は保護管を選択すれば連動されますが必要に応じて選択してください。 



12 

 

電線の本数は、IV などは材質のリストに含まれていますが、それ以外で本数を指定したい場合はリスト

選択で指定してください。 

 

《作図入力》 

●ボタン選択 

①まず(単線)・ダブル(複線)を設定し簡易経路ボタンをクリックします。 

 

③ 経路を始点中間点（複数）終点とクリックします。 
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◆１区画ずつの経路作図 

経路バーで材質とサイズを指定します。その後ポップアップメニューもしくはポップアップツールボタ

ンを選択。ポップアップはマウス左ボタンクリックで表示されます。 

 

次に始点➡中間点➡終点クリックで１区間の入力ができます。 

中間点をクリックした時点で経路の方向が確定されます。 
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続して、作図します。 

 

◆系統関連 

基本的に系統は見積項目に関連しますので触る必要はありませんが以下のようになっています。 

系統色分けの際の色はここで指定します。一般の電気系統の他に WALL 壁,ダクト、パイプの系統の内

容はここで設定します。操作方法は変更したい系統をリスト選択し、下に表示される属性を編集。 
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●系統バーの説明 

 

① 系統/形状 

 

形状は系統とリンクしていますので通常は[系統]のみを選択し[形状]は触らないでください。 

[WALL]は躯体壁の作図を経路作図の手順で作図する場合に使用します。 

[ダクト]は角ダクトとスパイラルを作図する場合に使用します。この系統の場合スパイラルを入力する

場合には形状に[スパイラル]を選択します。 

[パイプ]は空調/衛生配管を入力する場合に使用します。 

② 保護管/サイズ 

 

保護管は施工場所も考慮したコード体系になっています。ここで(隠ぺい)のものを選択すると、⑦の施

工場所が更新されます。 
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コード番号で 1000 以上が[建設物価]のコード体系です。1～999 までが[積算実務マニュアル]のコード

体系です。[建設物価]のコードのものは労務費の係数が正確に設定されていないものがありますので注

意してください。 

 ケーブルラック/トラフ/溝はつりの工事も直管の経路作図の分類に含まれています。 

 

③ 電線/サイズ IV の場合は本数込みのサイズ体系ですが、その他の場合は⑦電線本数を指定 
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④ 塗装/サイズ 

塗装工事も同時に入力できます。 

 

⑤ スパイラルサイズ 

丸ダクトを作図する際に使用します。 

⑥ 配管サイズ 

電気保護管のサイズ選択時にここが連動されます。空調/衛生配管を作図する場合にここでサイズを指定

します。 

⑦ 電線本数 

IV に場合はサイズに本数も含まれていますので、その場合はここは触らないでください。 

⑧ 高さ 

３D で入力する際に高さを指定します。 

⑨ 施工場所 

保護管の選択時にここが連動しますが、明示的に単線の線種を指定する場合には調整してください。 
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◆グラフィックメニューによる部材入力 

ポップアップメニューとポップアップツールバーにメニューがあります。 

 

メニュー選択すると以下のグラフィックメニューが表示されます。 

 

まずこのシートで入力する部材を選択します。 

最初に表示されるのは[風導](ダクト)のページです。電気設備の部材を入力する場合は[電気]をクリック

します。 
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ページをめくる場合は[次頁]をクリックします。ページ数は左上に表示されます。 
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●入力手順の例 

①蛍光灯の部分をクリック➡グラフィックメニューの表示が消えます 

②画面を一度クリック➡画面中央に部材が仮表示されます。 

 

ここでマウス左クリックしていくと角度が変わります。 

 

角度が決まった時点でマウス右クリックします。 

⑩ 右クリック➡この時点で部材の内容を変更するダイアログが表示されます。 
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⑪ ここで必要があれば材料の項目を変更します。 

 

[資材コード]の項目を選択します。 

ここで必要があれば[コード入力]の部分でコードを選択します。 

サイズを選択するには[リスト]の項目を選択すると[コード入力]の部分にサイズリストが表示されま

す。[OK]で確定されます。[**集計しない**]を選ぶと資材集計されません。 
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◆個数物のプロット入力 

グラフィックメニューでは CAD 図面としての適切なシンボル形状を入力するものですが、形状は無視

して資材を拾う目的だけの場合は[個数物リスト]を使用してプロットします。 

ここで入力されたものは[拾い集計作業モード]に設定すれば画面表示されません。 

●操作方法 

(1)入力する資材をリスト選択しておきます。（必要に応じて属性を指定します） 

(2)項目を選択した次にサイズを選択します。 

 ➡  
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(3)次に設定した材料を画面配置します。 

メニューボタンをクリックし➡配置場所を画面クリックします。 

 

●その他の操作方法 
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●インデックス 

大まかな分類もしくはよく使用する項目を探せるようにインデックスを用意しています。 

インデックスのリストを選択するとその部分の先頭のリストに移動します。 

コードの 1000～2899 までが[建設物価]のコードです。その下にカスタマイズ資材が２００個用意され

ています。 
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◆カスタマイズ材料の入力 

ユーザー定義のカスタマイズ材料を入力する場合、個数物リストの最下部のエリアに移動し入力しま

す。ここで表示されているものは[電気追加部材価格カスタマイズ.csv]で内容をカスタマイズできます。

２００個の材料を登録できるようにしています。資材の分類ごとに１データを借り登録されていますの

でその内容を参考に登録してください。 

 

《拡大表示》 

 

  



26 

 

《一般のコードの価格の設定》 

一般のコードの価格は書籍[電気積算実務マニュアル]および[建設物価]を購入し価格を[価格マスター電

気カスタマイズ.csv]にエクセルで入力します。建設物価の場合では材料の記載されているページ数を参

照し価格を入力してください。 

基本的に材料単価の部分に価格を入力すればその他の設定されている係数と１人工の労務費をもとに複

合単価が計算されます。[建設物価]の場合はその係数が特定されない部分はマスターファイルの方に数

値が登録されていませんので必要があれば個別に入力してください。基本的には国土交通省の積算基準

をもとにしていますが中には分類できないものがありますのでその点を踏まえてユーザーサイドで入力

ください。 

[歩掛]は電気工の１人工の労務費 

[所要量係数]は長さ物の材料の場合の端数の調整係数。個数物は 1.0 

[付属品材料単価係数]長さ物に対して継手などの付属品に対する割り増し係数 

[雑材料価格係数]本体の材料の他に工事で必要になる材料の割り増し係数 

[その他労務費係数]工事の経費にあたる部分の係数 
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◆作図時の設定 

画面での表示および動作の設定は以下のものです。 

●部材選択モード：マウスクリックでヒットする部材の分類を制限するもの 

柱梁や壁などの躯体を編集する場合は[躯体]を選択してください。 

●色分け表示：各種の属性に応じて色分けするものです 

●図形基点表示：部材の中心がどこか接続ポイントはどこにあるのかわかりやすく表示されます。 
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◆その他スタイルの設定 

●レイヤの設定：２DCAD 用にレイヤを設定します。[*操作ナビ*]を参照ください。 

 

２D 図形で作図用のカレントのレイヤは画面下のツールバーでその属性を選択します。 
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●用途（系統）の設定 

系統の設定は設備 CAD のソフトと同じ形式です。電気の積算を行う場合、通常は参照するだけです。 

 

●文字スタイル 
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●寸法スタイル 

 

●ラインスタイル 

 

 



31 

 

◆部材データの変更ボタン 

ここでは一度作図した部材の各属性を変更します。 

変更作業を行う場合は画面で確認しやすいように色分け表示を運用してください。 

 

●操作手順 

まず変更後の属性を設定しておきます。個数の変更は[個数物リスト]で設定します。 

次に変更したい内容のボタンをクリックします。 

その後変更したい部材をマウスクリックします。 

 

先に部材を範囲選択した後に変更ボタンを押しても同様に属性を変更することができます。 

材質の変更は同時にサイズも変更されますがサイズ変更ボタンはサイズのみ変更されますので使い分け

てください。 
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◆CAD 作図データの編集概要（以下に[操作ナビ]の説明画像を添付します。） 

【基本操作】ここでは拾い作業の前に、基本的な画面操作をマウスで行う場合等の操作を説明します。

 

【マウス操作】画面の拡大/縮小、移動等の操作は基本的にマウスで行います。マウスホイールボタンを

回転させ画面を拡大/縮小、また回転ボタンを押したままドラッグすると画面の移動が出来ます。 
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【部材選択】マウスで部材をクリックすると、部材が選択されます。その状態で右クリックすると選択

部材に関してのポップアップメニューが表示されます。 

  

【範囲選択】操作中でない場合に画面でマウス㊨クリックした場合のＴＯＰのポップアップメニューに

[範囲選択]のメニューが 7 ありますが、直接画面上の空白の部分をクリックして指定したい部分の対角

の範囲右下をクリックすることで複数の部材および図形が選択されます。その状態で右クリックポップ

アップメニューを表示させ、[削除]などの操作をすることができます。また直接キーボードの[DEL]キ

ーで削除することができます。空白部分をマウスで範囲指定した状態で、再度選択図形をクリックして

からマウスを移動し画面をクリックすれば、選択された図形を移動することが出来ます。またその際に

[SHIFT]キーを押しながら画面クリックして位置を指定すると範囲選択された図形を直接コピー貼り付

けすることが出来ます。 
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【削除】マウスで削除したい図形を選択し、再度確認の左クリックをすると削除できます。また部材

（図形）をマウスで選択しＤＥＬキーを押しても同様に削除が出来ます。 

 

【コピー】画面上でコピーしたい図形（部材）をマウスで範囲指定します。一時的にメモリにコピーし

たものは、[貼付け]のメニューで貼り付けることが出来ます。貼り付ける際に場所を適切に指定する目

的で基点を指定してください。 
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【貼付け】メモリーにコピーされている図形をマウスクリックの場所に貼り付けます。 

 

【ポップアップ】マウスを右クリックすると、ポップアップメニューが表示されます。ポップアップメ

ニューは図形選択状態によって表示される内容が異なります。何も操作していない状態での右クリック

した場合のＴＯＰのポップアップメニューでは、拾いモードでは、[範囲選択][設備経路][連続線][文字

入力]のメニューが表示されます。ＣＡＤ操作モードでは、さまざまなメニューが表示され本格的なＣ

ＡＤ入力が可能になっています。なおその際に表示させるメニューの内容はカスタマイズ可能です。 
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◆拾い集計作業（空調/衛生 CAD 用の操作ナビの画像ですのでご了承ください） 

【拾いデータ作成】入力された部材を拾いまたは集計データに加工し、リストを画面にダイアログで表

示します。[Parts 積算-集計]の入力に使用するデータはそのダイアログの[書き出し]ボタンで書き出しま

す。[Parts 積算-集計]で使用するデータは『拾いデータ』であり『集計データ』ではありませんので設

定を『拾いデータ』のほうに設定してから出力してください。 
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◆ファイルの保存 

【名前を付けて保存】Parts 書式で拾いＣＡＤデータを名前付きで保存します。形式は[*.pah]です。 

 

◆印刷 (説明は WINDOWS8 の操作になりますのでご了承ください) 

【印刷】画面の図面を印刷します。印刷前に画面のどの部分を度の縮尺で印刷するかを[印刷縮尺の設

定]で行った後に印刷してください。 
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【印刷縮尺の設定】画面上の印刷範囲と縮尺を指定します。 

 

 

※その他の操作は[操作ナビ]を参照ください。 

 

  



39 

 

■[MTOsub 電気.exe]の操作方法 

●MTOsub 電気の使用方法 

MTOsub 電気.exe では Parts 電気.exe から出力された拾いデータを読込み集計/見積書の作成を行うほ

かに、この画面上で０から拾い入力を行うことができます。 

〇CAD 拾いデータを集計/積算 

〇０から拾い入力をテキストベースで行う 

●入力画面の構成 

 

◆CAD 拾いデータを積算する場合の操作手順 

[②のデータ読み書き/設定]で基本設定を済ませた後に CAD 拾いデータを読込みます。 

次に[①リスト表示切替]で[⑤リストデータ表示エリア]に表示された拾いデータを表示の切り替えで、

集計データ/見積書鏡のデータ/見積書のデータを作成します。 

◆０から拾入力する操作手順 

[④個数物リスト]で入力する資材項目をリスト選択した後に[追加]ボタンで１データを入力します。 

電線管を入力するには個別に[④個数物リスト]から入力する他に、[⑩電線管入力]から行うこともでき
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ます。 

そこでは[保護管][電線][塗装]の項目を一度に指定して一度に入力することができます。 

◆各エリアの操作方法 

◆①リスト表示切替：表示の切り替えで集計/見積書のデータを表示します。 

 

[表示切替]ボタンをクリックすれば、[拾い]/[集計]/[積算内訳鏡]/[積算詳細]の順に切り替わります。 

[全リスト表示]ボタンは、拾いデータが極端に多くなった場合に全てのデータを表示するには時間がか

かるような場合に表示する範囲を制限するものです。以下に切替の動作例を示します。 

 

拾いデータ➡集計データ 
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➡積算内訳鏡 

 

➡積算詳細 

 

◆②データ読み書き/設定 

 

●[拾いデータ読み込み] 

読込 CAD 拾いデータのファイルを選択します。選択されてファイル名称は右の欄に表示されます。 

●[拾いデータ保存] 

読み込まれた後にこのソフトで編集された状態の拾いデータをファイルにほぞんします。この時ファイ

ルの内容は CAD 拾いデータとは異なり、ファイルの識別子は[.cvs]から[.dat]に変更されます。 
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●[集計/積算データを書き出し]/[名前を付けて書き出し] 

[リストデータ表示エリア]に表示された状態で CSV データの書式で書き出します。 

●[物件登録]/ [物件読込] 
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●初期設定 

 

  

[棟区分を表示する]ファイルの棟区分を使用 

[撤去費で積算]積算内容を全て撤去費で計算 

[拾いﾌｧｲﾙごとに出力]データチェックで使用 

[見積用に実数の長さをふかす]長物の端数調整 

[全体の経費割合]工事費全体の経費の係数 

[手入力ﾃﾞｰﾀを使用する] 

[労務費と経費率で複合単価を再計算] 

価格マスターの複合単価を計算し直す 
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●見積書形式 

 

《操作手順》 

対象工事ボタンを選択➡リスト表示される積算内容を編集 

その場合、編集部分のリストを選択➡ダイアログ下部に表示される内容を編集します。 

追加で項目をカスタマイズする内容は以下の２通りです。 

・工事項目のみを表示させる/金額を固定したパターン 

・計算された工事費合計の割合で計上するパターン 
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◆③リストデータ編集：拾いデータの編集に使用します。 

 

●全消去：拾いデータ全体を消去します 

●並び替え：データを並び替えます。読み込み時のデータを整理し見やすくします。 

 

●削除：選択されているリストを削除します。 

リストを選択すると先頭の欄に●が表示されます。[Ctrl]を用いてクリックすると範囲選択可能です。 

 

●上下ボタン：選択データを上下に移動します。 

●１行挿入：入力欄に１行の空白データを挿入します。 
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◆④個数物リスト 

《操作手順》 

入力する項目を[項目選択]から選び、その中の[サイズリスト]を選択。 

項目を探す場合に[インデックス]を使用すると分かりやすいです。 

数量と必要があれば[電線本数]を設定しておきます。 

通常の入力であれば[追加]ボタンで追加入力します。 

選択している拾いリストの上に上書きしたい場合は[上書き]ボタンを使用します。 
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《補足》以下にインデックスの内容を示します。 

1～853 までが[電気積算実務マニュアル]のコード体系になっており、1001 番以降が[建設物価]のコー

ド体系になっており、最後にユーザー定義部分の２００個があります。 

 

●ユーザー定義のエリア 
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◆⑤リストデータ表示エリア 

拾い/集計/積算鏡/積算詳細で表示が切り替わります。 

◆⑥見積書データ編集欄 

 

◆⑦拾いデータ編集欄 

 

拾いリストのデータを選択すると下の編集欄に表示されます。 

エデイットボックスの数値を変更し[手入力更新]ボタンを押して変更します。 
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●マスター確認 

選択中のリストの価格マスターの内容を確認します。 

◆左側に現在使用されている材料コードとそのサイズリストが表示されています。 

ここでサイズを変更したい場合はその下のサイズリストを選択し。その下の[この項目とサイズで確定]

ボタンを押せば変更確定します。 

◆右側には使用されている材料コードと同じ分類の材料コードの一覧表が表示されます。 

そちらの材料コードを使用したい場合はサイズも合わせて選択し、その下の[この項目とサイズで確定]

ボタンを押せば変更確定します。 
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◆⑧手動価格設定 

 

●[呼出]ボタンは手動設定価格の内容をダイアログで表示します。 

 

この状態では、２個の手動価格が登録されています。１行目にはコード１の[GP(隠ぺい・コンクリート

打ち込み)]の[1]16 のサイズ材料単価に 527 円が登録されています。 

ここで登録価格を変更すると拾いデータの中でその材料コードに該当するものは価格が更新されます。 

登録価格のタイプとして、[材料単価]と[複合単価]の２種類あります。登録している価格で使用しない

ものは[使用]の属性を✖にしてください。 
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●[登録]ボタンは現在選択されているデータの価格を一時的に手動の価格として登録します。 

 

         

◆⑨積算項目/コード/用途設定 

対象となるデータをリスト選択した後に以下の部分を編集します。 
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◆⑩電線管入力 

用途区分/保護管/電線/塗装の項目および m 数を設定してから[電線追加]ボタンを押します。 

以下のように３つのデータが入力されます。 

 

《拡大表示》 
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